
住民基本台帳ネットワークに関する事務に係る特定個人情報保護評価の再実施

１ 再実施の経緯及び必要性

２ 評価書の主な変更点

３ 評価の実施手続

住民基本台帳法に基づき実施する事務について、「住民基本台帳ネットワークに関する事務」として一つの評価書で評価を実施。

評価書（案）

作成

住民意見聴取 第三者点検 評価書

作成・公表

新システム

導入

変更案 評価書

①本人確認情報の管理及び提供等に関する事務

本人確認情報
ファイル

住民基本台帳ネットワークシステム

・住民基本台帳に記録された者
・４情報（氏名、住所、生年月日、性別）
個人番号
住民票コード及びこれらの変更情報

②附票本人確認情報の管理及び提供等に関する事務

附票
本人確認情報
ファイル

附票連携システム

・戸籍の附票に記録された者
・４情報（氏名、住所、生年月日、性別）
住民票コード及びこれらの変更情報

現行 評価書

①本人確認情報の管理及び提供等に関する事務

本人確認情報
ファイル

住民基本台帳ネットワークシステム

・住民基本台帳に記録された者
・４情報（氏名、住所、生年月日、性別）
個人番号
住民票コード及びこれらの変更情報

①
記載内容
見直し
(時点修正等)

○ マイナンバー制度導入に伴い、沖縄県では、平成27年６月に住民基本台帳ネットワークに関する事務に係る特定個人情報
保護評価書を作成、公表した。

○ 前回公表から一定期間経過するとともに、令和６年１月から新たに戸籍の附票関係情報を取り扱う予定であることから、
評価の再実施（評価書の変更）を行う。

パブリックコメント 沖縄県個人情報
保護審査会

令和５年12月 令和６年１月

（附票連携システム）

既 存

新 規

②
新規
追加

評価
の

再実施
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特定個人情報保護評価書の構成（記載項目）

※ 評価書の記載項目は、「特定個人情報保護評価指針」（個人情報保護委員会）に定められている。
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